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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文では、多様体上に定められた古典力学に付随した積分変換に対するpmduct　integra1の収東

性をラ積分変換の類に導入された適当な位相により核関数の意味での収東性を調べることを目的と

している。一般にはラproduct　integra1の収束性が核関数の意味で調べられる事は期待出来ないがラ

与えられた積分変換が幾何学的に見て自然に与えられたものである場合に良い収東性が示される。

　第一章においては，非コンパクト，非正断面曲率を持ったリーマン多様体においてラリーマン計

量で定義されたエネルギー関数をラグランジュ関数として与えられた力学系の作用積分を用いた積

分変換に対して、そのpmduct　integra1の収束性を示す。又この章の結果は積分変換をベクトル東の

切断に作用するものとして一般化し、pmduct　integra1の収束性を作用素ノルムより細かい位相を導

入することにより正密化している。更にエネルギー関数はポテンシャル関数を付加したものとして

も同様の性質が成り立つことを示す。

　第二章では。コンパクト多様体に与えられたハミルトン関数の作用積分に対する積分変換のprO曲Ct

integralの収束性を示す。ここではコンパクト多様体上の逆元をもつフーリエ積分作用素のなす無隈

次元リー群についての研究結果が用いられヨこの逆元をもつフーリエ積分作用素のなす群にリー群

の構造が入ることを示し，その位相と微分構造がどのように定まるかを調べている。
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審　　査　　の　　要　　旨

　数学や物理学の研究においては微分作用素が重要な役割を果している。著者は数学う特に微分幾

何学において微分作用素はどのように作られるべきかということを考え，本論文において。その一

つの手段として良く用いられる積分変換のprod㏄t　integra工の収束性を調べた。product　integra王の

収東性についてはこれまでも関数解析等においてもよく調べられているが、それらはすべて強収東

についてであって，さらに色々な収東性を調べることは，path　integra1の立場から見れば十分意義

のあることである。更に本論文において著者が与えたpmd㏄t　i砒egra1の収東性は，リー群論の立場

から見ればヨリー環からリー群を構成するための有カな手段を与えることを示しておりヨ又無限次

元リー群に入れるべき位相や微分構造を考えるための重要な手がかりを与えることを本論文は示し

ている。微分幾何学においてもヨ解析的手段の大域的取扱いを容易にしたという点からも高く評価

されるものである。

　よってヨ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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